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更
新

漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
の
混
淆
文
を
読
む

そ
の
１

―

『
今
昔
物
語
集
』(

京
都
大
学
附
屬
図
書
館
藏
国
宝
、
鈴
鹿
本)

―

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
と

を
混
淆
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
文
章
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
と
し
て
は
、
京
都
大
学
附
屬
図
書
館
所
蔵
の
国
宝
鈴
鹿

本
『
今
昔
物
語
集
』
〔

「
透
過
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
版
」
及
び
「
動
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
版
」
、
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
版
」
〕
を
基
に
こ
の
学
習
を
進

HP

め
て
い
き
ま
す
。

三
十
一
卷
か
ら
成
る
仏
教
説
話
集
及
び
世
俗
説
話
集
の
な
か
で
、
天
竺(

イ
ン
ド)

巻
一
～
五
、
震
旦(

中
国)

巻
六
～
十
、
本

朝(

日
本)

巻
十
一
～
三
十
一
の
三
国
世
界
を
部
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
譚
を
収
載
し
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
舊
鈴
鹿
藏
本(

巻

八
、
十
八
、
二
十
一
は
他
写
本
共
欠
本)

に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
附
屬
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
立
年
代
は
、
保
安

元
（
一
一
二
○
）
年
頃
を
上
限
と
す
る
資
料
で
す
。
こ
の
説
話
解
説
に
つ
い
て
は
、
紀
田
順
一
郎
『
日
本
の
書
物
』
の
『
今
昔
物
語
集

』
を
参
照
な
さ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『今
昔
物
語
集
』
に
於
け
る
国
語
資
料
と
し
て
の
意
義

直
接
会
話
の
表
現
は
、
写
実
性
を
も
っ
て
蘇
っ
て
き
ま
す
。
漢
文
訓
読
文
と
は
異
な
る
、
日
本
語
式
文
体
が
そ
の
読
み
や
す
さ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
問
題
は
、
漢
字
に
て
表
記
さ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
漢
語
や
和
語
を
ど
う
訓
む
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
説
話
数
一
千
二
十
に
及
ぶ
全
文
の
解
読
が
近
代
日
本
に
お
い
て
始
ま
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
古
川
千

佳
さ
ん
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
「
『
今
昔
物
語
集
』
は
内
包
す
る
多
様
性
、
迫
力
あ
る
描
写
、
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
も
つ
作

品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
名
が
後
行
現
存
の
文
献
中
に
登
場
す
る
の
は
室
町
時
代
の
僧
・
大
乗
院
経
覚
の
日
記
『
経
覚

私
要
鈔
』
宝
徳
元
（
一
四
四
九
）
年
七
月
四
日
の
条
「
四
日
、
霽
、
夕
立
、
今
昔
物
語
七
帖
返
遣
貞
兼
僧
正
畢
、
…
…
」
が
初
め
て

で
あ
る
か
ら
で
す
。
中
世
を
通
し
て
他
に
現
わ
れ
ず
、
次
に
出
て
く
る
の
は
近
世
初
期
と
も
い
え
る
『
多
聞
院
日
記
』
の
天
正
十
一

(

一
五
八
三)

年
十
一
月
八
日
条
「
…
…
今
昔
物
語
十
五
帖
大
門
ニ
在
之

南
井
坊
ヘ
返
遣
了
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
本
系
と
い

え
ど
も
、
伝
写
本
の
ほ
と
ん
ど
が
近
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
鈴
鹿
本
が
中
世

初
期
に
書
写
さ
れ
た
後
、
長
い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
こ
と
が
こ
の
資
料
の
流
布
が
遅
れ
た
こ
と
を
如
実
に

知
ら
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
写
本
資
料
の
補
修
、
そ
し
て
複
製
本
刊
行
、
さ
ら
に
は
、
イ
ン
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
よ
る
全

面
資
料
公
開
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
こ
の
資
料
を
近
年
、
第
一
級
品
の
資
料
と
し
て
の
価
値
を
人
々
が
認
め
、
研
究
利
用

が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
若
い
国
語
学
・
国
文
学
の
研
究
利
用
者
に
と
っ
て
朗
報
を
も
た
ら
せ
ま

し
た
。
こ
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
解
読
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
を
い
ち
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
こ
と
は
、
利
用
し
た
者
の
み

が
知
る
至
福
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
至
福
を
次
の
研
究
者
に
伝
え
継
承
し
て
い
く
、
そ
の
う
え
で
、
こ
の
『
今
昔
物
語
集
』
は
、

絶
好
の
テ
キ
ス
ト
に
成
り
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
経
緯
を
文
学
部
教
授
安
田
章
さ
ん
が
「
鈴
鹿
本

今
昔
物
語
集
を
め
ぐ

っ
て
」
〔
京
都
大
学
附
属
図
書
館
報
「
静
修
」

.
,

.
(

一
九
九
一
年
十
二
月
発
行)

〕
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。
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3

『
今
昔
物
語
集
』本
文
の
実
際

こ
こ
で
、
実
際
の
現
な
る
資
料
の
な
か
か
ら
、
天
竺
部
・震
旦
部
・
本
朝
部
か
ら
各
々
一
話
ず
つ
を
眺
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



天
竺
異
形
天
人
降
語
第
三
十
五
〔
巻
第
二
〕

今
昔
、
天
竺
ニ
天
ヨ
リ
一
人
ノ
天
人
降
タ
リ
。
其
ノ
身
、
金
色
也
。
但
シ
、
頭
ハ
猪
ノ
頭
也
、
諸
ノ
不
浄
所
生
ノ
類
ヲ
求
メ

食
ス
。
諸
ノ
人
、
此
ノ
天
人
ヲ
見
テ
奇
異
ノ
思
ヲ
成
シ
テ
、
佛
ニ
白
テ
言
サ
ク
、
「
此
ノ
天
人
、
前
世
ニ
何
ナ
ル
業
有
テ
カ
、
身

ノ
色
金
色
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
頭
ハ
猪
ノ
頭
也
、
諸
ノ
不
浄
所
生
ノ
類
ヲ
求
メ
食
ス
ル
」
ト
。
佛
、
説
テ
宣
ハ
ク
、
「
此
ノ
天
人
ハ
過

去
ノ
九
十
一
劫
ノ
時
、
毘
婆
尸
佛
ト
申
ス
佛
、
世
ニ
出
デ
給
ヘ
リ
。
其
ノ
時
ニ
此
ノ
天
人
、
女
人
ト
生
レ
テ
人
ノ
妻
ト
有
リ
キ
。

其
ノ
家
ニ
沙
門
来
テ
乞
食
シ
キ
。
夫
、
金
ヲ
施
セ
ム
ト
云
ヒ
シ
ニ
、
妻
、
慳
貧
ナ
ル
ガ
故
ニ
心
ヲ
誤
マ
リ
、
面
ヲ
赤
メ
テ
瞋
恚
ヲ

発
シ
テ
夫
ノ
乞
食
ニ
金
施
ス
ル
事
ヲ
止
テ
キ
。
其
ノ
罪
ニ
依
テ
、
其
ノ
妻
九
十
一
劫
ノ
間
、
此
ノ
果
報
ヲ
得
タ
ル
也
。
又
身
ノ

金
色
ナ
ル
事
ハ
、[v.2

.p
.1
4
7
-
1
4
8
]

其
ノ
沙
門
ニ
値
テ
一
度
腰
ヲ
曲
テ
礼
拜
シ
キ
。
其
ノ
功
徳
ニ
依
テ
金
色
ノ
身
ヲ
得
テ
光
ヲ

放
ツ
也
。
然
レ
バ
天
ニ
生
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
悪
業
ノ
残
レ
ル
所
、
如
此
也
」ト
説
給
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

と
云
っ
た
具
合
に
、
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
訓
読
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
漢
文
の
よ
う
に
返
り
点
を
用
い
て

返
読
す
る
形
態
を
既
に
脱
却
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
で
す
が
、
漢
字
表
記
の
文
字
を
和
語
で
読
む
の
か
漢
語
で
読
む
の

か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
書
き
手
か
ら
読
み
手
に
委
ね
た
読
解
能
力
に
及
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
譚
の
な
か
に
「
頭
」
と

あ
る
文
字
を
ど
う
読
む
か
、
前
後
の
文
脈
を
理
解
し
た
う
え
で
読
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
す
。
前
文
に
「
身
」
と
い
う
こ
と

ば
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
和
語
読
み
と
考
え
て
良
い
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
で
す
が
、
和
語
に
お
け
る
こ
の
語
の
読
み
に
は

「
か
し
ら
」
「
あ
た
ま
」
と
二
語
の
訓
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
い
ず
れ
か
を
分
別
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に

「
妻
」
と
い
う
語
も
「
め
」
と
「
つ
ま
」
と
い
う
二
通
り
の
読
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
を
ど
う
判
断
し
ま
す
か
？

ま
た
、
す
べ
て
を
和
語
で
読
む
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
の
譚
で
は
、
「
天
竺
」
「
天
人
」
「
金
色
」
「
不
浄
所

生

」
「
奇
異
」
「
前
世
」

て
ん
ぢ
く

て
ん
に
ん

こ
ん
じ
き

ふ
じ
や
う
し
よ
し
や
う

き

い

ぜ
ん
せ

「
業
」
「
過
去
」
「
九
十
一
劫
」
「
毘
婆
尸
佛
」
「
女
人
」
「
沙
門
」
「
乞
食
」
「
慳
貧
」
「
瞋
恚
」
「
果
報
」
「
一
度
」
「
礼
拜
」
「
功
徳
」
「悪

業
」

ご
う

か

こ

こ
う

び

ば

し

ぶ

つ

に
よ
に
ん

し
ゃ
も
ん

こ
つ
じ
き

け
ん
ど
ん

し
ん
い

く
は
ほ
う

い
ち
ど

ら
い
は
い

く
ど
く

あ
く
ご
う

な
ど
と
い
っ
た
仏
教
語
性
の
熟
語
は
、
字
音
語
読
み
が
先
に
立
つ
も
の
と
推
測
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
を
想
定
し
、

當
代
の
觀
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
や
『
色
葉
字
類
抄
』
と
い
っ
た
古
辞
書
資
料
、
經
典
音
義
書
、
訓
点
語
彙
な
ど
を
以
て
比
較

検
証
を
試
み
て
い
く
の
で
す
。
現
代
の
学
術
研
究
で
は
、
此
等
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
索
引
及
び
語
注
釈
書
を
基
本
と
し
た
国
語

辞
典
に
収
載
が
な
さ
れ
、
特
に
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
や
角
川
『
古
語
大
辞
典
』
な
ど
を
繙
く
こ
と
で
こ
れ
ら
の

用
例
を
含
め
て
意
味
内
容
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
先
に
記
述
し
た
比
較
資
料

を
再
度
、
ご
自
身
で
丹
念
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
語
の
特
徴
を
よ
り
理
会
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
震
旦
部
も
見
て
み
よ
う
。

震
旦
法
花
持
者
、
現
脣
舌
語
〔
巻
第
七
〕

今
昔
、
震
旦
ノ
齊
ノ
武
成
ノ
代
ニ
、
并
洲
ノ
東
ノ
看
山
ノ
側
ニ
、
人
有
テ
地
ヲ
堀
ル
ニ
、
一
ノ
所
ヲ
見
ル
ニ
、
其
ノ
色
黄
白
也
。

人
、
此
レ
ヲ
恠
テ
善
ク
尋
ネ
見
レ
バ
、
其
ノ
形
、
人
ノ
上
下
ノ
脣
ノ
似
タ
リ
。
其
ノ
中
ニ
舌
有
リ
、
鮮
ニ
シ
テ
紅
赤
ノ
色
也
。
人

皆
、
此
レ
ヲ
見
テ
恠
ム
デ
、
帝
王
ニ
此
ノ
由
ヲ
奏
ス
。
帝
王
、
此
ノ
事
ヲ
廣
ク
尋
ネ
問
ヒ
給
フ
ニ
、
此
事
ヲ
知
レ
リ
ト
云
フ
人
无

シ
。
其
ノ
時
ニ
、
一
人
ノ
沙
門
有
テ
、
奏
シ
テ
云
ク
。
「
此
レ
ハ
、
法
花
經
ヲ
讀
誦
セ
ル
人
ノ
六
根
ノ
不
壊
ザ
ル
事
ヲ
得
タ
ル
脣
・

舌
也
。
法
花
經
ヲ
讀
誦
ス
ル
事
千
返
ニ
満
タ
ル
、
其
ノ
霊
験
ヲ
顕
セ
ル
也
」
ト
。
帝
王
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
驚
テ
貴
ビ
給
フ
。
其
ノ

時
ニ
、
法
花
經
ヲ
受
持
セ
ル
人
、
皆
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
、
其
ノ
脣
・
舌
ノ
所
ニ
集
マ
リ
来
テ
、
脣
・
舌
ヲ
圍
繞
シ
テ
經
ヲ
誦
ス
。
纔

ニ
初
メ
テ
音
ヲ
発
ス
時
ニ
、
此
ノ
脣
・
舌
一
時
ニ
鳴
リ
動
ズ
。
此
レ
ヲ
見
聞
ク
人
、
毛
竪
チ
希
有
也
ト
思
フ
。
此
ノ
□
□
亦
帝

王
ニ
奏
ス
ル
ニ
、
詔
シ
テ
石
ノ
箱
ヲ
遣
シ
テ
、
其
ノ
中
ニ
此
ノ
脣
・
舌
ヲ
納
メ
テ
、
室
ニ
移
シ
置
キ
給
テ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ

ル
ト
ヤ
。[v.7

.p.33
-
34

]

こ
こ
で
、
和
語
動
詞
訓
「
恠

」
「
竪

チ
」
な
ど
が
注
意
す
べ
き
語
で
し
ょ
う
。
返
読
式
の
不
読
字
「
不
」
の
語
が
一
つ
だ
け
見
え
、

あ
や
し
み

い
よ
だ

こ
れ
は
「
こ
は
さ
ざ
る
」
と
読
む
と
こ
ろ
で
す
。
字
音
語
は
、
「
震
旦
」
「
齊
」
「
武
成
」
「
看
山
」
「
黄
白
」
「
上
下
」
「
紅
赤
」
「
帝
王
」
「
一

人
」
「
沙
門
」
「
法
花
經
」
「
讀
誦
」
「
六
根
」
「
千
返
」
「
霊
験
」
「
受
持
」
「
圍
繞
」
「
經
」
「
誦
」
「
発
」
「
一
時
」
「
動
」
「
希
有
」
「
奏
」
な
ど
が

拾
え
ま
す
。

最
後
に
、
本
朝
部
を
見
て
み
よ
う
。

羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第
十
八
〔
第
廿
九
〕

今
昔
、
攝
津
ノ
國
邊
ヨ
リ
盗
セ
ム
ガ
為
ニ
京
ニ
上
ケ
ル
男
ノ
、
日
ノ
未
ダ
明
カ
リ
ケ
レ
バ
、
羅
城
門
ノ
下
ニ
立
隠
レ
テ
立
テ
リ



ケ
ル
ニ
、
朱
雀
ノ
方
ニ
人
重
ク
行
ケ
レ
バ
、
人
ノ
静
マ
ル
マ
デ
ト
思
テ
、
門
ノ
下
ニ
待
立
テ
リ
ケ
ル
ニ
、
山
城
ノ
方
ヨ
リ
人
共
ノ
数

来
タ
ル
音
ノ
シ
ケ
レ
バ
、
其
レ
ニ
不
見
エ
ジ
ト
思
テ
、
門
ノ
上
層
ニ
和
ラ
掻
ツ
リ
登
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
見
レ
バ
、
火
髴
ニ
燃
シ
タ
リ
。
盗

人
、
「
恠
」
ト
思
テ
、
連
子
ヨ
リ
臨
ケ
レ
バ
、
若
キ
女
ノ
死
テ
臥
タ
ル
有
リ
。
其
ノ
枕
上
ニ
火
ヲ
燃
シ
テ
、
年
極
ク
老
タ
ル
嫗
ノ
白

髪
白
キ
ガ
、
其
ノ
死
人
ノ
枕
上
ニ
居
テ
、
死
人
ノ
髪
ヲ
カ
ナ
グ
リ
抜
キ
取
ル
也
ケ
リ
。
盗
人
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
心
モ
不
得
ネ
バ
、

「
此
レ
ハ
若
シ
鬼
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」ト
思
テ
怖
ケ
レ
ド
モ
、
「
若
シ
死
人
ニ
テ
モ
ゾ
有
ル
。
恐
シ
テ
試
ム
」ト
思
テ
、
和
ラ
戸
ヲ
開
テ
、
刀

ヲ
抜
テ
、
「
己
ハ
己
ハ
」
ト
云
テ
走
リ
寄
ケ
レ
バ
、
嫗
手
迷
ヒ
ヲ
シ
テ
、
手
ヲ
摺
テ
迷
ヘ
バ
、
盗
人
、
「
此
ハ
何
ゾ
ノ
嫗
ノ
此
ハ
シ
居
タ

ル
ゾ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
嫗
、
「
己
ガ
主
ニ
テ
御
マ
シ
ツ
ル
人
ノ
失
給
ヘ
ル
ヲ
、
繚
フ
人
ノ
无
ケ
レ
バ
、
此
テ
置
奉
タ
ル
也
。
其
ノ
御
髪

ノ
長
ニ
餘
テ
長
ケ
レ
バ
、
其
ヲ
抜
取
テ
鬘
ニ
セ
ム
ト
テ
抜
ク
也
。
助
ケ
給
ヘ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
盗
人
、
死
人
ノ
着
タ
ル
衣
ト
嫗
ノ
着

タ
ル
衣
ト
抜
取
テ
ア
ル
髪
ト
ヲ
奪
取
テ
、
下
走
テ
迯
テ
去
ニ
ケ
リ
。
然
テ
其
ノ
上
ノ
層
ニ
ハ
死
人
ノ
骸
骨
ゾ
多
カ
リ
ケ
ル
。
死

タ
ル
人
ノ
葬
ナ
ド
否
不
為
ヲ
バ
、
此
ノ
門
ノ
上
ニ
ゾ
置
ケ
ル
。
此
ノ
事
ハ
其
ノ
盗
人
ノ
人
ニ
語
ケ
ル
ヲ
聞
継
テ
此
ク
語
リ
傳
ヘ
タ

ル
ト
ヤ
。

こ
の
譚
は
、
芥
川
龍
之
介
が
短
編
小
説
『
羅
生
門
』
と
し
た
原
文
章
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
字
音
語
が
「
京
」

「
羅
城
門
」
「
朱
雀
」
「
門
」
「
上
層
」
「
連
子
」
「
白
髪
」
「
死
人
」
「
層
」
「
骸
骨
」
な
ど
と
僅
か
な
使
用
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
和
語
の
使
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、

「
盗

」
「
為
」
「
上

」
「
男

」
「
日
」
「
未
ダ
」
「
明
カ
リ
」
「
下
」
「
立
隠
レ
」
「
立
」
「
方
」
「
人
重
ク
」
「
行
」
「
人
」
「
静
マ
ル
」
「
思

」

ぬ
す
み

た
め

の
ぼ
り

を
の
こ

ひ

い
ま

あ
か

し
た

た
ち
か
く

た
ち

か
た

ひ
と
し
げ

ゆ
き

ひ
と

し
づ

お
も
ひ

「
待
立
テ
」
「
山
城
」
「
人
共
」
「
数
来
」
「
音
」
「
其
レ
」
「
不
見
エ
ジ
」
「
和
ラ
」
「
掻
」
「
登

」
「
見
レ
」
「
火
」
「
髴

ニ
」
「
燃
シ
」

ま
ち
た

や
ま
し
ろ

ひ
と
ど
も

か
ず
き

を
と

そ

み

や
わ

か
き

の
ぼ
り

み

ひ

ほ
の
か

と
ぼ

「
盗
人
」
「
恠

」
「
思

」
「
臨

」
「
若
キ
」
「
女

」
「
死
」
「
臥
」
「
有
リ
」
「
其
ノ
」
「
枕

上
」
「
年
極
ク
」
「
老
」
「
嫗

」
「
白
キ
」
「
居
」

ぬ
す
び
と

あ
や
し

お
ぼ
し

の
ぞ
み

わ
か

を
ん
な

し
に

ふ
し

あ

そ

ま
く
ら
が
み

と
し

ご

お
い

を
う
な

し
ろ

ゐ

「
髪
」
「
抜
キ
取
ル
」
「
也
」
「
此
レ
」
「
見
ル
」
「
心

」
「
不
得
ネ
」
「
若
シ
」
「
鬼
」
「
有
ラ
」
「
怖
」
「
有
ル
」
「
恐

シ
」
「
試

ム
」
「
戸
」

か
み

ぬ

と

な
り

こ

み

こ
こ
ろ

え

も

を
に

あ

こ
わ

あ

お
そ
ろ

こ
こ
ろ

と

「
開

」
「
刀
」
「
抜
」
「
己

」
「
云
」
「
走
リ
寄
」
「
手
迷
ヒ
」
「
手
」
「
摺
」
「
迷
ヘ
」
「
此
」
「
何
」
「
問
」
「
己
」
「
主

」
「
御
」
「
失

」
「
給

ひ
ら
き

た
ち

ぬ
き

を
の
れ

い
ひ

は
し

よ
り

て
ま
ど

て

す
り

ま
ど

こ
れ

な
に

と
ひ

を
の

あ
る
じ

お
ん

あ
や
ま
ち

た
ま

へ
」
「
繚

フ
」
「
无
ケ
レ
」
「
此
」
「
置

奉
」
「
御
髪
」
「
長

」「
餘

」
「
長
ケ
レ
」
「
其
」
「
抜
取
」
「
鬘

」
「
抜
ク
」
「
助
ケ
給
ヘ
」
「
云
」

つ
く
ろ

な

こ
こ

を
き
た
て
ま
つ
り

お
ぐ
し

な
が
き

あ
ま
り

な
が

そ
れ

ぬ
き
と
り

か
づ
ら

ぬ

た
す

た
ま

い
ひ

「
着
」
「
衣

」
「
髪
」
「
奪

取
」
「
下

走
」
「
迯
」
「
去
」
「
然

テ
」
「
上
」
「
多
カ
リ
」
「
葬

」
「
否
」
「
不
為
」
「
此
ノ
」
「
置
」
「
事
」

き

こ
ろ
も

か
み

う
ば
ひ
と
り

し
た
は
し
り

に
げ

さ
り

し
か
う
し

う
へ

お
ほ

は
ふ
り

い
な

せ
ざ
る

こ

を
き

こ
と

「
語

」
「
聞
継
」
「
此
ク
」
「
語
リ
傳
ヘ
」

か
た
り

き
き
つ
ぎ

か

か
た

つ
た

と
一
目
瞭
然
に
し
て
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
和
語
語
彙
を
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
は
、
そ
の
文
字
表
記
を
當
代
の
日
本
の
教
養
溢

れ
る
知
識
人
た
ち
が
こ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
既
に
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
書
く
こ
と
即
ち
読
む
こ
と
へ
と
連

続
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
此
等
の
語
を
十
分
に
理
会
し
て
読
み
表
せ
る
か
を
問

い
糺
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
こ
の
説
話
譚
か
ら
学
ぶ
日
本
語
の
世
界
は
、
計
り
知
れ
な
い
教
養

性
が
潜
ん
で
い
る
と
云
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
…
。

国
語
資
料
と
し
て
の
『今
昔
物
語
集
』
に
触
れ
て
み
よ
う

こ
こ
で
実
際
に
、
ご
自
分
の
読
解
力
を
以
て
、
次
の
震
旦
部
に
お
け
る
「
楊
貴
妃
」
の
説
話
譚
を
分
析
な
さ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
応
用
編
》

唐
玄
宗
后
楊
貴
妃
、
依
皇
寵
被
殺
語
第
〔
第
十
〕

今
昔
、
震
旦

ノ

唐
ノ

代
ニ

玄
宗

ト

申
ス

帝
王
御

ケ
リ

。
性
、
本

ヨ
リ

色
ヲ

好
ミ

女
ヲ

愛
シ

給
フ

心
有

ケ
リ

。
而

ル
ニ

、
寵

シ

思
シ
ケ
ル

后
・
女
御
有

ケ
リ

、

后
ヲ
バ

□
后
宮

ト

云
ヒ

、
女
御

ヲ
バ

武
淑
妃

ト
ゾ

云
ケ
ル

。
天
皇
、
此

ノ

人
々

ヲ

朝
暮

ニ

愛
シ

傅
キ

給
ケ
ル

程
ニ

、
其

ノ

二
人

ノ

后
・
女
御
、
相
次

キ
テ

失

ニ
ケ
レ
バ

、
天
皇
、
无
限

ク

思
ヒ

歎
キ

給
ケ
レ
ド
モ

、
甲
斐
无

ク
テ

、
只
、
彼

ノ

人
々

ニ

似
タ
ラ
ム

女
人

ヲ

見
バ
ヤ
ト

、
強

ニ

願
ヒ

求
メ

給
ケ
ル
ニ

、
人

ヲ

以
テ

求
メ

給
ハ

ム
ニ

、
心

モ
ト

无
ク
ヤ

思
シ
ケ
ム

、
天
皇
自

ラ

宮
ヲ

出
テ

遊
ビ

行
テ

所
々

ヲ

見
給

ケ
ル
ニ

、
弘
農

ト

云
フ

所
ニ

至
リ

給
ケ
リ

。
其
所

ニ

一
ノ

楊
ノ

菴
有

リ

。
其

ノ

菴
ニ

一
人

ノ

翁
居

タ
リ

、
楊
玄
［
エ
ン
］ト

云
フ

。
人

ヲ

以
テ

其
ノ

菴
ニ

入
レ
テ

令
見
給

フ
ニ

、
楊
玄
［
エ
ン
］ガ

一
人

ノ

娘
有

リ

、
形

チ

端
正

ニ
シ
テ

有
樣

ノ

微

妙
キ

事
、
世

ニ

並
ビ

无
シ

、
光

ヲ

放
ツ
ガ

如
キ

也
。
使
、
此

レ
ヲ

見
テ

、
天
皇

ニ

此
ノ

由
ヲ

奏
ル
ニ

、
天
皇
、
喜

ム
デ

、
「
速

ニ

将
参

レ

」ト

仰
セ

給
ヘ
バ

、
使
、

彼
ノ

女
ヲ

将
参

タ
ル
ニ

、
天
皇
此

レ
ヲ

見
給

フ
ニ

、
初

ノ

后
・
女
御

ニ
ハ

増
テ

、
美
麗

ナ
ル

事
倍
々

セ
リ

。
然

レ
バ

、
天
皇
、
喜

ビ

乍
ラ

輿
ニ

乗
セ
テ

宮
ニ

将
返

リ



給
ヒ
ヌ

。
三
千
人

ノ

中
ニ

只
此

ノ

人
ナ
ム

勝
レ
タ
リ
ケ
ル

、
名

ヲ
バ

楊
貴
妃

ト

云
フ

。
然

レ
バ

、
他

ノ

事
无

ク

、
夜

ル

晝
ル

翫
ビ

給
ケ
ル

程
ニ

、
世

ノ

中
ノ

政
モ

不
知

給
デ

、
只
、
春

ハ

花
ヲ

共
ニ

興
シ

、
夏

ハ

泉
ニ

並
テ

冷
ミ

、
秋

ハ

月
ヲ

相
見

テ

長
メ

、[v.1
0
.p
.3
1
-
3
2
]

冬
ハ

雪
ヲ

二
人
見
給

ケ
リ

。
此
樣

ニ
テ

天
皇
聊

ノ

御
暇

モ

无
ク
テ

、
此

ノ

女
御

ノ

御
兄

ニ

楊
國
忠

ト

云
ケ
ル

人
ニ
ナ
ム

、
世

ノ

政
ヲ
バ

任
セ

給
タ
リ
ケ
ル

。
此

レ
ニ

依
テ

、
世

ノ

極
キ

歎
ニ
テ
ナ
ム

有
ケ
ル

。
然

レ
バ

、
世

ノ

人

ノ

云
合

ヘ
リ
ケ
ル

樣
ハ

、
「
世

ニ

有
ラ
ム

人
ハ

男
子

ヲ
バ

不
儲

ズ
シ
テ

女
子

ヲ

可
儲

キ

也
ケ
リ

」ト
ゾ

繚
ケ
ル

。
此

ク

世
ノ

騒
ニ
テ

有
ケ
ル
ヲ

、
其

ノ

時
ノ

大
臣

ニ
テ

、
安
禄

山
ト

云
フ

人
有

ケ
リ

、
心
賢

ク

思
量
有

ケ
ル

人
ニ
テ

、
此

ノ

女
御

ノ

寵
ニ

依
テ

、
世

ノ

中
ノ

失
ヌ
ル

事
ヲ

歎
テ

、
「
何

デ

此
ノ

女
御

ヲ

失
ナ
ヒ
テ

世
ヲ

直
サ
ム

」ト

思
フ

心
有

テ

、
安
禄
山
、
蜜

ニ

軍
ヲ

調
ヘ
テ

王
宮

ニ

押
入

ル

時
ニ

、
天
皇
恐
怖

レ

給
テ

、
楊
貴
妃

ヲ

相
具

シ
テ

王
宮

ヲ

逃
給

フ
ニ

、
楊
國
忠

モ

共
ニ

逃

ル

間
、
天
皇

ノ

御
共

ニ

有
ル

陳
玄
禮

ト

云
フ

有
テ

、
楊
國
忠

ヲ

殺
シ
ツ

。
其

ノ

後
、
陳
玄
禮
、
鉾

ヲ

腰
ニ

差
テ

、
御
輿

ノ

前
ニ

跪
テ

、
天
皇

ヲ

礼
シ
テ

申

シ
テ

申
サ
ク

、
「
君
、
楊
貴
妃

ヲ

哀
ビ

給
フ
ニ

依
テ

、
世

ノ

政
ヲ

不
知
給

ハ
ズ

。
此

レ
ニ

依
テ

、
世
既
□
□

レ
ヌ

。
國

ノ

歎
ゲ
キ

、
何
事

カ

此
レ
ニ

過
ム

。
願

ク
ハ

、

其
ノ

楊
貴
妃

ヲ

給
ハ
リ
テ

、
天
下

ノ

瞋
□
□
逶
□
」ト

。
天
皇
悲

ビ
ノ

心
深

ク
シ
テ

愛
ニ

不
堪

ザ
レ
バ

、
給

フ

事
无

シ

。
而

ル

間
、
楊
貴
妃
逃

テ

堂
ノ

内
ニ

入
テ

佛
ノ

光
ニ

立
副

テ

隠
ル
ト

云
ド
モ

、
陳
玄
禮
、
此

レ
ヲ

見
付

テ

捕
テ

練
絹

ヲ

以
テ

楊
貴
妃

ノ

頚
ヲ

結
テ

殺
シ
ツ

。
天
皇
、
此

レ
ヲ

見
給

フ
ニ

、
肝
砕

ケ

心
迷

テ

、
涙

ヲ

流
ス

事
、
雨

ノ

如
シ

、
見
給

フ
ニ

難
堪

カ
リ
ケ
ム

。
然

レ
ド
モ

、
道
理

ノ

至
レ
ル
ニ

依
テ

、
嗔

ノ

心
ハ

无
シ

。
然

テ

、
安
禄
山

ハ

、
天
皇

ヲ

追
出

シ
テ

、

王
宮

ニ

在
テ

世
ヲ

政
ツ

間
、
即

チ

、
死

ニ
ケ
リ

。
然

レ
バ

、
玄
宗
、
御
子

ニ

位
ヲ

讓
テ

、
我

レ
ハ

大
政
天
皇

ニ
テ

御
ケ
ル
ニ

、
尚
、
此

ノ

事
ヲ

思
ヒ

不
忘

ズ

歎
キ

悲
ビ

給
テ

、
春

ハ

花
ノ

散
ヲ
モ

不
知

シ
ラ
ズ

、
秋

ハ

木
ノ

葉
ノ

落
ヲ
モ

不
見

ズ

。
木

ノ

葉
ハ

庭
ニ

積
タ
レ
ド
モ

掃
フ

人
モ

无
シ

。
日

ニ

随
テ
ハ

歎
ノ
ミ

増
リ

給
ケ
ル

程
ニ

、
方

士
ト

云
ハ

蓬
莱

ニ

行
ク

人
ヲ

云
フ

也
、
其

ノ

人
参

テ

、
玄
宗

ニ

申
ケ
ル

樣
、
「
我

レ

、
天
皇

ノ

御
使

ト
シ
テ

彼
ノ

楊
貴
妃

ノ

御
シ

所
ヲ

尋
ネ

ム

」ト

。
天
皇
、

此
レ
ヲ

聞
テ

、
大

キ
ニ

喜
ム
デ

宣
ハ
ク

、
「
然

ラ
バ

、
彼

ノ

楊
貴
妃

ガ

有
リ

所
ヲ

尋
テ

我
ニ[v.1

0
.p
.3
3
-
3
4
]

聞
セ
ヨ

」ト

。
方
士
、
此

ノ

仰
ヲ

奉
ハ
リ
テ

、
上

ハ

虚

空
ヲ

極
メ
テ

下
ハ

底
根

ノ

國
マ
デ

求
ケ
レ
ド
モ

、
遂

ニ

不
尋
得

ズ

成
ニ
ケ
リ

。
而

ル

間
、
或

ル

人
ノ

云
ク

、
「
東

ノ

海
ニ

蓬
莱

ト

云
フ

嶋
有

リ

。
其

ノ

嶋
ノ

上
ニ

大
ナ

ル

宮
殿
有

リ

。
其

ニ
ナ
ム

玉
妃

ノ

大
真
院

ト

云
フ

所
有

ル

。
其

ニ
ゾ

彼
ノ

楊
貴
妃
御

ナ
ル

」
。
方
士
、
此

レ
ヲ

聞
、
彼

ノ

蓬
莱

ニ

尋
ネ
至

ニ
ケ
リ

。
其

ノ

時
ニ

、

山
ノ

葉
ニ

日
漸

ク

入
テ

、
海

ノ

面
暗

ガ
リ

持
行

ク

。
花

ノ

扉
モ

皆
閇

テ

人
ノ

音
モ

不
為

ザ
リ
ケ
レ
バ

、
方
士
、
其

ノ

戸
ヲ

叩
ケ
ル
ニ

、
青

キ

衣
着

タ
ル

乙
女

ノ

鬘

上
タ
ル

、
出
来

テ

云
ク

、
「
汝

ハ

何
ナ
ル

所
ヨ
リ

来
レ
ル

人
ゾ

」ト

。
方
士
荅

テ

云
ク

、
「
我

レ
ハ

唐
ノ

天
皇

ノ

御
使
也
。
楊
貴
妃

ニ

可
申

キ

事
有

ル
ニ

依
テ

、

此
ク

遥
ニ

尋
ネ
来

レ
ル

也
」ト

。
乙
女

ノ

云
ク

、
「
玉
妃
、
只
今
、
寝
給

タ
リ

。
暫

ク

可
待

シ

」ト

。
然

レ
バ

、
方
士
、
手

ヲ

□
テ

居
タ
リ

。
而

ル

間
、
夜

［
ア
ケ
］ヌ

レ
バ

、
玉
妃
、
方
士

ノ

来
レ
ル

由
ヲ

聞
ニ

、
方
士

ヲ

召
寄

セ
テ

宣
ハ
ク

、
「
天
皇

ハ

平
カ
ニ

御
マ
ス
ヤ

否
ヤ

。
亦
、
天
寶
十
四
年

ヨ
リ

以
来
今
日

ニ

至
マ
デ

、
國

ニ

何
□
□
□
□
有

ル

」ト

。
方
士
、
其

ノ

間
ノ

事
ヲ

語
リ

申
ス

。
然

テ

、
方
士

ニ

給
テ

、
「
此

レ
ヲ

持
テ

天
皇

ニ

可
□
□
□
□
□

ノ

事
ハ

此
レ

ヲ

見
テ

思
シ

出
ヨ

』ト

申
」ト

。
方
士
申
□
□
、
「
玉

ノ

簪
ハ

世
ニ

有
ル

物
也
。
此

レ
ヲ

奉
タ
ラ
ム
ニ

、
我

ガ

君
、
實

ト

思
シ

不
食

ジ

。
只
、
昔
、
天
皇

ト

君
ト

、

忍
テ

語
ヒ

給
ケ
ム

事
ノ

人
ニ

不
被
知

ヌ

有
ケ
ム

、
其

レ
ヲ

申
シ

給
ヘ

。
其

レ
ヲ
バ

實
ト

思
シ

食
サ
ム

」ト

。
其

ノ

時
ニ

、
玉
妃
、
暫

ク

思
ヒ

迴
シ
テ

宣
ハ
ク

、
「
我

レ

、
昔

シ

、

七
月
七
日

ニ

織
女
共

ニ

相
見

シ

夕
ニ

、
帝
王
、
我

レ
ニ

立
副

テ

宣
ヒ
シ

事
ハ

、
『
織
女
・
牽
星

ノ

契
リ

、
哀

レ

也
。
我

レ
モ

、
亦
、
此

ナ
ム

有
ラ
ム
ト

思
フ

。

若
シ

天
ニ

有
ラ
バ

、
願

ク
ハ

翼
ヲ

並
タ
ル

鳥
ト

成
ラ
ム

。
若

シ

、
地

ニ

有
バ

願
ク
ハ

枝
ヲ

並
タ
ル

木
ト

成
ラ
ム

。
天

モ

長
ク

地
モ

久
ク
シ
テ

終
ル

事
有

ラ
バ

、
此

ノ

恨
ハ

綿
々

ト
シ
テ

絶
ユ
ル

事
无

カ
ラ
ム

』ト

申
セ

」ト

。
方
士
、
此

ノ

言
ヲ

聞
テ

返
テ

、
此

ノ

由
ヲ

天
皇

ニ

奏
レ
バ

、
天
皇
弥

ヨ

悲
ビ

給
テ

、
遂

ニ

此
ノ

思
ヒ
ニ

不
堪

シ
テ

、
幾

ノ

程
ヲ

不
經

ズ
シ
テ

失
給

ニ
ケ
リ

。
彼

ノ

楊
貴
妃

ノ

被
殺

ケ
ル

所
ニ

、
思

ヒ
ノ

餘
リ
ニ

、
天
皇
行
給

テ

見
給

ケ
ル

時
ニ

、
野
部

ニ
ア
サ
ヂ

、
風

ニ

並
寄

テ

哀
也

ケ
リ

。

彼
ノ

天
皇

ノ

御
心
何
許
也

ケ
ム

。
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哀
ナ
ル

事
ノ

樣
ニ
ハ

此
レ
ヲ

云
フ
ナ
ル
ベ
シ

。
但

シ

、
安
禄
山

ノ

殺
ス
モ

、
世

ヲ

直
サ
ム
ガ

為
ナ
レ
バ

、

天
皇

モ

否
不
惜
給

ザ
リ
ケ
ル

也
。
昔

ノ

人
ハ

天
皇

モ

大
臣

モ

道
理

ヲ

知
テ

此
ゾ

有
ケ
ル
ト
ナ
ム

語
リ

傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

。

如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
何
か
、
ご
自
身
で
お
気
づ
き
の
こ
と
が
有
れ
ば
、
こ
れ
を
「
メ
モ
書
き
」
に
し
て
、
使
用
語
彙
を
上
記

に
示
し
た
他
の
文
献
資
料
な
ど
と
比
較
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
和
語
」
と
「
漢
語
」
、
そ
し
て
、
漢
字
表
記
の
語
と
カ
タ
カ
ナ
表

記
の
語
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
、
こ
れ
に
基
づ
く
譚
話
内
容
の
継
承
と
そ
の
受
容
性
な
ど
を
考
え
て
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
日
本
語
の
特

徴
を
鑑
み
て
く
だ
さ
い
。

※

一
九
六
一
年
（昭
和

年
）３
月

小
林
芳
規
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
た
表
記
様
式
１
」
（『
国
語
学
』

）
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一
九
六
一
年
（昭
和

年
）
６
月

小
林
芳
規
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
た
表
記
様
式
２
」
（
『
国
語
学
』

）

36

45


